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【目的】G. glabra (Gg)、G. inflata (Gi) は、抗炎症作用を有し、甘味成分でもある

グリチルリチン酸 (GL) 等、種々の有用成分を含有することから、エキスや成分の

抽出原料として幅広く利用されている。昨年度までに、これら資源の安定確保を目

的に、組織培養により増殖した種子由来のクローン苗より、成分含量及び生育を指

標に優良系統の選抜を行ってきた 1) 2)。本年会では、選抜クローン苗の水耕栽培、

並びに、地上茎挿木による効率的増殖法 3) の検討結果について報告する。 

【方法及び結果】優良クローン候補 GgHN15及び Gi21、23、29の培養苗を閉鎖温

室内で馴化後、水耕栽培装置に移植し、パミスあるいはバーミキュライトを支持体

とし、標準の 1/4濃度の大塚 A処方養液を用いて水耕栽培を行った。GgHN15を約

1年間水耕栽培した結果、根は最大径 1.3±0.1 cmに肥大し、収量は 21.2±3.0 g (乾

燥重) であった。また、径 5 mm以上の根の 50%エタノール抽出物を HPLC分析し

た結果、GL含量は 1.8±0.4%であり、日本薬局方の GL含量規格を満たすには、さ

らなる栽培期間が必要であった。Gi の栽培は、現在継続中であり、約 1 年間栽培

した根の収量及び成分含量を評価予定である。次いで、より効率的な増殖条件の検

討のため、水耕栽培で得られた地上茎の挿木を試みた。2節茎切片を約 1時間の流

水処理の後、バーミキュライトに挿木した結果、Gg、Giともに比較的高効率に発

根が認められ、いずれも地上茎挿木による効率的な増殖が可能であった。 
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